
回次の文中の（1）－（15）にあてはまる言葉または式をかけ

図のように、振動数f［HzIの音源Sが静止していて、観測者Aが一定の速さ向山sIでSから遠ざ

かり、観測者BがulnJsIでSに近づいている。空気中の音速をV［m／sIとし、u＜V‾とする。
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